
令和５年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査の結果（いじめ・暴力行為）

◇　結果の概要
・1,000人当たりの暴力行為発生件数は4.4件で前年度比－0.2ポイントとなった。
　校種別で見てみると、小中学校で減少している。

◇　要因及び対策
・小・中学校で減少している要因の１つとして、県教育委員会と市町村教育委員会
 が連携して、前年度に暴力行為事案が多発した学校に対して、直接かつ具体的に
 指導・助言を行い、また、それをもとに、各学校の全教職員が意識を共有し、取組を
 進めるようになってきたことが挙げられる。 

  ◇いじめの認知件数 ※数値は1,000人当たり  

◇いじめ重大事態 ※数値は1,000人当たり

◇暴力行為 ※数値は1,000人当たり
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  ◇いじめの解消率 ※数値は1,000人当たり  
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全国 

◇　結果の概要（すべて1,000人当たり）
・いじめの認知件数は、55.6％で前年度比－1.6ポイントとなった。
・いじめ案件の解消状況は、77.8％で前年度比＋1.8ポイントとなった。
・いじめの重大事態発生件数は、0.12％で前年度比－0.17ポイントとなった。
◇　要因及び対策
・いじめの解消率が上がったことについては、各学校で解消に向けた組織的な取組が行われ
　るようになってきたことの表れであると思われる。
・県立学校や市町村教育委員会に対して、重大事態に至る可能性がある事案について、
　早い段階で県教育委員会に報告・相談を行うよう促すとともに、必要に応じて指導主事
　等を派遣して支援を行ってきた。こうしたことがいじめの重大事態の減少につながったものと
　考える。今後も学校や市町村教育委員会との連携を密に支援を行っていく。
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